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あらまし： 本研究では，AI 技術を用いた英語プレゼンテーション動画の評価プログラム及び web アプリ

ケーションを開発した．また，プログラムでの評価の結果及び動画内の発話内容等をもとにアドバイジン

グコメントの生成を行った．さらに，実際の授業に本アプリケーションを導入し，「自動評価の妥当性」

「アプリケーションの有用性」「生成されたコメントの有用性」についてそれぞれアンケートを実施し，

アプリケーションについて検証を行った． 
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1. はじめに 
近年，AI 技術が飛躍的に進歩し，教育分野におけ

る能力判断（評価）の自動化という新たな社会的革

新をもたらそうとしている．本研究では，大学初年

次系の英語教育におけるプレゼンテーションを対象

とし，自動評価の実現を目指す．プレゼンテーショ

ンは発話内容や視線，表情といった要素で評価され

る．学生にとって上述の要素のトレーニングは，教

員の評価を受けて改善を図るのが一般的である．し

かし，教員の評価を常に受けられるとは限らず，自

身を客観的に評価しながら自己トレーニングを行う

ことが求められる． 

一方で AI 技術の観点では，音声処理や画像処理

などの精度が高まっており，学生の発話や視線，表

情の情報を検出しプレゼンテーションを自動で評価

できる可能性がある．本研究チームでは，これまで

に，特殊なセンサ等を必要とせず一般的なデバイス

のみで利用可能な AI 技術を用いて上述の情報を検

出し，自動的に評価する仕組みを開発し，検証して

きた(1)． 

本研究では，教員の評価観点に沿ってプレゼンテ

ーションを自動で評価し，取り組み内容に応じて個

別にアドバイスを提示するアプリケーションの開発

を目的とする．実際の授業に導入し，開発したアプ

リケーションの有用性を評価する． 

 

2. 自動評価について 
2.1 自動評価の仕組み 
先行研究(1)では，プレゼンテーション動画中の，

学生の「発話内容」「無音時間」「発表態度」「カンニ

ング」「表情」といった 5 つの評価観点を自動で分析 

表１ 評価観点の一覧 

評価観点 詳細 

発話内容 キーフレーズを含めて発表している 

無音時間 言葉に詰まっていない 

発表態度 カメラ（聴衆）を意識し発表している 

カンニング カンニングペーパーに頼っていない 

表情 好印象を持つ表情をしている 

 

し，教員の評価基準に沿って全体的な評価を行う． 

本研究で対象とする教員の 5 つの評価観点を表 1

に定義する．また，この評価観点を参照して算出さ

れる総合評価を，S ランク・A ランク・Bランク・C

ランクの 4 段階とした． 

 

2.2 アドバイジングコメントの生成 
学生の学習（自己トレーニング）に役立たせるこ

とを目的として，学生が発話した内容，評価観点ご

との判定及び 2.1 で算出した評価の結果に基づいて

アドバイジングを行う．この際，生成系 AI を利用

し，提出された動画に応じてアドバイス文章を生成

する．今回使用するモデルは，GPT-4.0 とした．  

今回用いたモデルは，適切なプロンプトを与える

ことで場面に応じた文章を生成することを可能とし

ている．プロンプトには GPT 自身の役割，評価観点

の説明，注意事項，自動評価にて判定された結果，

学習者の情報が含まれる．GPT 自身の役割には，英

語の教員として学生に評価コメントをフィードバッ

クするように指示した．評価観点の説明には，表 1

の内容を設定した．自動評価にて判定された結果に
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は，学習者の評価観点ごとの判定および総合評価の

結果の情報を与えた．学習者の情報には，発話した

内容と発話すべきキーワードから欠落したワードを

設定した．  

 

3. 開発したアプリケーション 
2.で述べた評価およびアドバイジングプログラム

を，web アプリケーションとして実装した．図 1 に

実際のアプリケーションの評価結果の画面を示す． 

本研究で作成したアプリケーションは，「自動評価

を受ける動画の提出」「自身が提出した動画の評価結

果の閲覧」の機能がある．評価結果では，2.1 の評価

観点ごとの判定結果およびの評価分類の結果，2.2

のアドバイジングコメント，そして学生が実際に発

話した内容全文が提示されている． 

 

4. 検証 
本研究で開発した web アプリケーションを，実際

の授業に導入し，利用した学生 37 名にアンケートを

行った．アンケートは 3 項目あり，「AI の評価の妥

当性」「アプリケーションの有用性」「GPT によって

生成されたアドバイスの有用性」について尋ねた．

アンケートの結果を図 2 に示す．なお，すべての項

目において「いいえ」と回答した件数は 0 件であっ

た． 

また，「GPT によって生成されたアドバイスの有

用性」の項目について，「役に立った」と答えた学生

には，その理由も尋ねた．この結果を図 3 に示す．

このとき，用意した選択肢の中から複数選択するこ

とを可能とした． 

 

 
図 1 評価結果閲覧ページのアプリケーション画面 

 

 
図 2 アンケート結果① 

 
図 3 アンケート結果② 

 

5. 考察 
4.検証の結果および図 2 の Q2 より，「アプリケー

ションの有用性」については，8 割程度の学生に「有

用である」と評価を受けた．よって，本研究にて開

発したアプリケーションは，学生自身によるトレー

ニングに有用であることが一定程度示唆された． 

同様に図 2 の Q1 より，「AI の評価の妥当性」につ

いては，6 割程度の学生に「妥当である」と評価を

受けた．このことから，本研究チームにて開発して

きた自動評価プログラムに関して，学習者の観点か

ら一定程度の妥当性があることが示された．ただし，

自動評価の改善の余地があると考えられる． 

また，図 2 の Q3 より，「GPT によって生成された

アドバイスの有用性」については，8 割程度の学生

に「有用である」と評価を受けた．その理由につい

ては，「自分に対する評価がわかりやすく書いてあっ

たから」というものが一番多かった．以上から，本

研究にて開発したアドバイジングプログラムは，学

習支援の有用性が一定程度示唆された． 

 

6. おわりに 
本研究では，教員の評価観点に沿ってプレゼンテ

ーションを自動で評価し，それに応じたアドバイス

を提示するアプリケーションを開発し検証した．検

証の結果から，学習支援の有用性が一定程度示唆さ

れた． 

今後の展望として，自動評価部分の見直しとアド

バイス生成部分の見直しが挙げられる．5.考察で述

べたように，自動評価に関する妥当性について高い

評価を得られてはいないためである．今後は，自動

評価部分の評価観点の判定および評価分類の手法に

ついて見直しを行っていく．また，アドバイス生成

部分については，今後より詳しくどのような文章が

生成されているのか検証し，アドバイス生成の精度

を高めていく予定である． 
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